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支部報告 

『平成26年度診療報酬改定のポイントと 
 　　　　　　　　　  「診療所の経営対応」』 
広島県支部医業経営セミナーで、２０２５年のあるべき姿と具体策を交えて講演を実施 

支部報告 

診療報酬改定、人事管理と 
労務対策の２つの講演を実施 
茨城県支部地域交流会・医業経営セミナーより 

　（公社）日本医業経営コンサルタント協会茨

城県支部は３月２２日（土）、水戸プラザホテル

で地域交流会・医業経営セミナーを開催した。 

　会員懇談会では、木村光雄会長から「雇用の

質向上に向けた取り組み」の柱となる各都道府

県が設置運営する「医療勤務改善支援センター」

と連携し、協会として各支部が積極的に参加し、

取り組んでいくことについて、当該事業の時系

列経過、他団体との連携や当協会としての関わ

りについて多面的な説明があった。 

　講演会には、茨城県内の病院関係者６６人を含め、

１００人を超す参加者を数えた。まず、奥山晃正

氏（厚生労働省保険局医療課長補佐）が「平成

２６年度診療報酬改定について」を、４月から運

用開始した診療報酬改定の具体的個所と考え方、

捉え方を解説された。参加者からは、全ての改

正個所についてわかりやすく説明いただいたの

で参考になったことに加え、厚生労働省として

の考え方や取り組みも理解できたので大変有意義

であったという声をいただいた。 

　次に、木村泰久氏（当協会歯科部会長）から

「医院の人事管理と労務対策」をテーマに、実

際のコンサルタントの現場からの実例報告と対

処方法、コンサル実務、結果、課題などリアル

な取り組みが紹介された。特に、問題を起こし

たり、問題のある職員の懲戒処分と法的対処法

についてケースごとに解説があり、われわれ医

業経営コンサルタントにとって大いに役立つ講

演となった。 

（茨城県支部長　小野瀬　益夫） 

会員懇談会 

開会挨拶等 

講演Ⅰ「平成２６年度診療報酬改定について」    
講師：厚生労働省 保険局医療課 奥山晃正氏   

講演Ⅱ 「医院の人事管理と労務対策」  
講師：㈱Ｍ＆Ｄ医業経営研究所 代表取締役 木村 泰久氏 

奥山晃正氏 木村 泰久氏 

プログラム 

　（公社）日本医業経営コンサルタント協会広

島県支部は３月２７日（木）、広島市で「平成２５

年度医業経営セミナーを開催した。講演は「平

成２６年度診療報酬改定のポイントと診療所の経

営対応」（講師：ＡＳＫ梓診療報酬研究所代表・

中林梓氏）。 

　中林氏は今年１月から４月の間に１２０ヵ所で

講演を行っている。そこで今回、広島県支部は

診療所に的を絞ったテーマのセミナーとしたが、

予想以上に好評で当日約１８０人（会員７０人含む）

が熱心に聴講した。中林氏は、社会保障・税一

体改革で示された２０２５年モデルの実現に向けた

２度目の改定となる今回の診療報酬改定のポイ

ントを説明した。自院の方向性を定め、２０２５年

のあるべき姿の実現と地域包括ケアでの経営戦

略立案の必要性を具体策を交えて解説した。診

療所にかかわる改定内容に一喜一憂するのでは

なく、地域の人口動態、産業構造を踏まえた上

で医療制度全体を俯瞰的に捉え、自院との関係

を考える大切さを繰り返し説明した。在宅復帰

の促進、在宅医療を担う医療機関の確保と質の

高い在宅医療の推進には、病診連携が欠かせない。

診療所側から積極的に病院の地域連携室へ営業

に行く事、自院の患者が入院した時は見舞いに

出向くと同時に病院医師との連携強化を考える

事。また、介護事業者との連携の重要さに気づ

いていても、対処していない診療所が多い事も

指摘した。医業経営コンサルタントには、それ

ぞれ地域の医療福祉資源を生かした、診療所の

経営サポート、提言を期待したいと同氏はまと

めた。　　　　　　（本部広報委員　藤井　康彦） 

広島県支部医業経営セミナーアンケートより［回答９７件（会員２８件 医療関係５５件 一般企業１３件 その他１件）］ 

主な回答

・２０２５年問題に向かって、内科診療所としてどのような対策をとればよいか大変参考になりました。ケアマネジャーと親しくすること、総合病院の

先生と親しくすることが大切である事を知りました。 

・今回の改定の意味、今後の方向性をとてもわかりやすく聞く事ができました。 

・自院の現状分析をまずやりたいと思います。通所リハビリステーションも考えてみたいと思います。 

・今回の診療報酬改定で、自院の点数になる事ばかり考えておりましたが、病院と連携していけるかという事が、ブランドになるという考えに気付

かされました。 

・新規クリニック開院予定。往診、在宅医療を進める計画なので、改定のポイントが聴けて参考になりました。 

・地域の病院、クリニック、人、モノ、金の流れ→｢想像してみる、今から１１年後｣というメッセージは、これから意識して活用します。 

・今回の診療報酬改定の意図がよく理解できました。 

・地域包括ケアの重要性。周りの環境、現在の患者の年齢構成、居住地（エリア）の確認など今後の活動に役立てます。 

・ポイントを絞り、経営に資する項目を丁寧に説明いただきありがとうございました。 

・豊富なデータとコンサル経験から説得性のある内容をご説明いただきとても参考になりました。 

 




